






要約  1,9-dimethylmethylene blue(DMB)を用いた簡易なムコ多糖定量法をマス・スクリ

ーニング法としての実用化に向けて検討している。今回は次の 3項目について検討した。

1)ムコ多糖症の早期治療を目的とした診断時期の再検討のために、骨髄移植(BMT)を受け

たムコ多糖症 9例について,BMT 実施までの経過を調査した。BMT 実施までの経過には予想

以上の時間がかかっており、診断時期はできるだけ早い時期が望ましいと考えられた。2)

新生児 134例について尿中 MPS 排泄量を測定したところ尿中ムコ多糖は平均 259mg/g cre、

標準偏差 98 であった。カットオフ値を(平均＋2×標準偏差)とすると再検率は 4.5%であ

った。 3)岐阜県でのパイロットスタデイ: 37011 人をスクリーニングしたが現在までの

ところまだ患者はみつかっていない。


